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「
基
本
的
人
権
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
民
党
の
武
藤
貴
也
議
員
が
「
基
本
的
人
権
こ
そ
が
日
本
精
神
を
破
壊
し
た
主
犯
」
「
『
生
存
権
』
で
あ
っ
て
も
制
限
さ
れ

る
も
の
だ
と
い
う
の
が
い
わ
ば
『
常
識
』
で
あ
っ
た
。
」
「
『
基
本
的
人
権
の
尊
重
』
と
い
う
言
葉
に
表
さ
れ
た
思
想
の
根
底

に
は
、
国
家
が
ど
う
な
ろ
う
と
社
会
が
ど
う
な
ろ
う
と
自
分
の
『
基
本
的
人
権
』
は
守
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
、
身
勝
手
な

『
個
人
主
義
』
が
存
在
し
て
い
る
。
」
な
ど
と
基
本
的
人
権
や
国
民
主
権
を
否
定
す
る
こ
と
を
ブ
ロ
グ
に
書
い
て
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

与
党
の
議
員
が
こ
の
よ
う
な
現
行
憲
法
を
否
定
す
る
見
解
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
以
下
、
質
問
し
ま
す
。

一

明
治
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
基
本
的
人
権
が
制
限
さ
れ
る
の
は
常
識
だ
っ
た
と
政
府
は
考
え
て
い
る
の
か
。

二

政
府
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
根
底
に
は
身
勝
手
な
個
人
主
義
が
存
在
し
て
い
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

三

政
府
は
、
与
党
議
員
が
民
主
主
義
の
基
本
的
な
原
則
で
あ
る
基
本
的
人
権
の
尊
重
や
国
民
主
権
を
否
定
す
る
言
動
を
す
る

こ
と
を
是
認
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。


